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大島差木地送信所下テングサ投石地のトコブシ生産効果

東京都水産試験場大島分場

倉田洋二，三木誠，西村和久

！
～ Ｉはしかき

大島差木地送信jﾌﾅﾍﾞﾃﾝｸﾞｻ投石地は､昭和54年度…8年度までの5ケ年間に川７７
㎡、金額にして２，６１０千円の投石事業か実施されて来た。

本地域はテンクサ漁場としてはＢ級（５００～７０Ｍ／㎡）で、主にオオプサの繁殖を見る

八それにも増してトコプシの繁殖か著しい，投石后５年目にエゾアワピの移殖を行って以后，
１丁

昭禾ﾛ５９年左でトコプシ，アワビの漁獲を禁止し，昭和５９年５月に初めて２日間の口開きをf聯

６０５町，金額１１６千円，昭和４０年６月に2回目（１日間）の口開けを行ｎ１９２ＫＰ，金額９９

千円，合せて７９７K,，金額２９５千円のＺ)鶴を得たので，総事業費の１１５％に当る粗生産額

を得たことにたる｡昭和４０年までの投石によるトコプシの生産効果及び生態調査については，

既に漁場改良造成事業効果認定指定調査報告NoL5，Ｎｑ４に報告した。昭和４１年も引続き調査を

行ったのでその結果について報告する。

Ⅱ調査方法

本年度は後に述べる事情に乢禁漁区の口鑛行わなかったので水揚量及び投石事業の経済
効果については検討出来たかったので，生態調査のみについてのくる。

卜っアシ

昭和41年２月から１２月までの間,原則として毎月１回のｱｸｱﾗﾝｸﾞ潜水によ辮取調査
〔５ｍ×５ｍ）を行い，殻長，総重量及び枠取量の経年変化について調査した。調査地点は図１

に示す通りである。また同様を方法により，大島および三宅島の投石地も併せて調査し，比較検

討を試みた。

Ｈ調査結果

１．トコプシ殼長組成

ａ送信所下投石地

調査月毎の殼長組成等は表１，２，図２の通りである，２月は平均殻長５．０９cmと他の月に比

較して最も大きく，組成は５．００cm～５．４９cmを中心として１群のみを形成している，５月以降

１１月までは組成の上で，発生后１年とみられる小型群と２年以上とみられる大型群か形成さ

れ，月を追うごとに１年群は成長し，１１月で健蟹１群とたり，１２月に再び同年発生とみられ

る幼貝群が出現する。また東京都漁業取締規則による殻長制限以下（４．５ｃｍ）の出現率（図２，

５の斜線部分）についてみろと，２月が１５．２％と最も少をいか，５月以降は５０．５％～72.7％

（平均値５２．５７％）と昭和４０年の平均値２１．４７％に比較して１０．９％も多くなっている，

（１）
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さた小型群の含まれる割合が非常に多くたっている。

ｂ天然礁及び他の投石地〔表３，４，図５）

（１）大島岡田ナエネ投石地〔昭和４１年６月２２日調査）

この地先は昨年の同期〔６月２１日）に調査しており，その時の殼長組成は平均Ｚ２６cmと，

差木地地先ヨコヤの天然礁なみの大型で生息密度も少をかつた。今回の調査では平均殻長６．７８

cwz，殼長範囲５．０２～Z７７cmで平均殻長は昨年に比べて小さくなっている。玄允殼長制限以下

のトコブシは皆無であった．

（２）三宅島坪田地先の天然礁及び投石地

７月２１日に三宅島の前浜，アラキ，三池の５ケ所の天然礁，釜庭の投石地１ケ所について９

㎡の枠取調査を行った。その結果は表４，図５，に示すとおりである。調査地点の水深は，釜庭，

アラキか６ｍ，三池は１５加で４ケ所ともＡ級のテンクサ漁場である．

平均殻長は，天然礁ではアラキが最も大きく，次いで三池，前浜の順である。５ケ所の平均値

は５．７２clmで６．５０～６．，，cmのトコプシが最も多い，釜庭の投石地の平均殻長は５．８８cmと天

然礁に劣らをい大型の殼長を示している。また殻長制限以下のトコプンは前浜が最も多く，次い

で釜庭の投石地，三池の順でアラキが５．４％と最も少なかった。４ケ所の平均値は２０．８％であ

った。

豆

２．枠取量の変化

送信所下投石地の枠取量の変化を図４に示した。

昭和４１年の第１回（２月９日）の謂査では６９２７９であったが，その后減少し，５ケ月后の

７月２７日は２６２５８と送信所投石地の調査開始以来最も少をい枠取量を示したか，９月にほ

ほＭ１年の平均枠取量〔４８５．１４８）に回復している。

枠取量の減少傾向を表５の通り４つに区分して平均枠取量の変化をみると，年ごとに減少して

いることかわかる。

従って昭和４１年は，資源の回復を待ってから口開するよう差木地漁協に勧告し，その后調査

を続けたが枠取量の塔加はみられず減少傾向にあるので口開を行わなかった。 （表５参照）
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図３．天然礁及び他の投石地トコブシ殻長組成
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5．海祝（大島トーシキ海岸定置観測

昭和４１年の大島の水温は図５に示す通りで，１月上旬～中旬，及び５月下旬に平年エリ１℃

前后の低温を示した他は，６月下旬まで平年並または平年を上まわる水温を示した。７月上旬以

降下旬にかけて一時平年を１～２℃下まわったか８月上旬～下旬にかけては，昭和４０年８月の

冷水塊の影響による異常低温とは逆に黒潮の接岸に｣ED1～２℃前后の高温を示した。９月上旬 ②

以降１２月下旬室では，ほぼ平年をみの水温を持続し尼

●

℃

'601
250｜

川'二二二二

川’
２２０Ｌ

２１０１
２００ト

１２０↓

9ｈ℃
、

、

、

Ｏ●

/(/，
、昭和４１年度

・平年（１７ヶ年平均）

1８０

1Z０

１６．０
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７ ， 1２（月）２ ろ ４ ５ 1０１ ８ １１６

沿岸水温（トオンキ定置観測）図５
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４．考察

以上が送信所下投石地及び他の地先の投石地と天然樵の調査結果であるか，送信所下の大型群

についてみると年間を通じて５．００～５．４９cmzに山の中心があり，最大殻長６．５０ClﾜZぐらいで三

宅島の最大穀長（８５０”）及び他の天然礁，投石地の殻長に比べて小さい，この様に送信所下

のトコプンが４．００cm前后室では順調に成長し丘からそれ以上の成長かにぶるのは成長を阻害す

る何等力､の要因があると考えられる。また枠取童についてみると，三宅島各地先の枠取量は表５

に示すとおり，天然礁では範囲１４１Ｚ１～１４８６．９１，平均値１５２０７９で投石地は

１５８６．８１とわずかに投石地の方が多い，三宅島のトコプンが年１回の口開を継続しているに

もかかわらず，その資源童は多く，高密度に分布している，それに比較して送信所下のトコプシ

は２年間の禁漁にもかかわらず資源量は年々減少している，これらの原因の一つは昭和５９年以

降投石事業か行なわれず萱允旧投石地の沖側に漂砂の浸入か激しく，生息壌境が謝上して来てい

る為と考えられる，したがって新たに何等かの方法により生息環境の改良を試みる必要がある。

ａ

￣

Ｃ

■

(１５）
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築礁事業におけるテングサ生産効果

東京都水産試験場大島分場

倉田洋二、三木誠

Ｉはしかき

天草の生産を目的とした築磯事業は，伊豆諸島の各所で実施されているが，長期に継続ざれ著

しい効果をあげている漁業協同組合は少をい･ここではその効果の最も著しい例として，大島町

泉津漁業協同組合の築磯事業の経過及び，その后の天草生産効果について報告する。

＞

の

１１

大島町泉津は大島の中央三原山の外輪山麓の北東海岸に位置し部落の背后はすぐ標高１００ｍ

の山がせ在り，海岸線は熔岩流の断崖が多く，浜はわずかに北側に秋ノ浜，南に行者の浜，メメ

ズ浜がある。秋ノ浜は玉石場，子の他は砂浜である。海岸線の長さは８．１６Ｋmである。漁港は第

１種，１港かあって漁船数は５トン未満１２隻，無動力船１隻，１トン未満６隻と少なく，組合

員数は１６７名である。主要漁業は春から夏の天草採取，夏季のタカペ刺網，旋網，イサキ刺網
（初

，春，秋のエビ刺網で，その他底魚一本釣，採貝である。冬季1富は著しく出漁日数か少なく,塵か

に裸海士の採貝専業者がいるのみである。総漁獲高（Ｓ５９年度）は２００トン，金額２１１４万

円で，藻類か最も多く１４６．９トン金額１，０９９万円，魚類が５０．５トン７９０万円，エビその

他が1.8トン金額１９０万円，貝類か０９トン金額５５万円である。

魁天草漁業の変遷と生産量

大島町泉津漁業協同組合の地先では，古くから天草採取か行われていたと云うか，その水揚量

は浦売りのため正確を欠くが，昭和初期からの水揚高を見ると表１，図１のとおりである。

即ち，昭和の初期（昭和２年～１１年）では６，５６２５Ｋ,～２４，５７５０Ｋ,，金額にして

２，１００円～１０，５００円，戦中，戦后の浦売りの終了時までの昭和１７～２５年では，
７７

２，２１８０K,～２１，４８３．２K’である。昭和１０年前后までの浦売りの代金は権利金か１５円，

更にその採草賃金６千円，この他天草採草料４千円，前后を毎年収めていたと云う、天草が部落

の共有財産的を考えが強い為に，との権利金によって，村の財政か維持されて来たと云う。昭和

１４年,鍔校の移転,増築,同じく１５年小学校焼失にともなう改築,同１６年には漁港の整

備と，５ケ年間を８万円の浦売代金で注かをつたと云うから当時の金額で浦売代金かいかに大き

いかがわかる｡

漁業従事者は昭和の初期に６０人前后，同じく１０年前后には７０～８０人，現在は１５０人

前后と増加しているが，いずれも専業者と云えるのは数える程し７Ｍこい。漁場は行者ケ浜を除く

‐

￣

(１５）



全域で，わけても岡田の境界から松崎にかけての前浜は好漁場を形成する干潮線から７尋までを

裸もぐりが採取し，７尋以深は静岡県伊豆の田牛，湊の潜水船か４～５隻来て採取し，乾燥から

出荷までの諸作業は泉津で行ったと云う。浦売りの終了した昭和２４年には組合自営の潜水船１

隻を造り，翌２５年には２隻とをb，以后現在に至っている。

昭和２４年以后の総水揚量は少をい年で，５０．６トン，多い年で５４．５トン，平均５１．８トン

で，豊漁年は昭和２７年，２９年，５４年，５６年，４０～４１年でテングサの水揚量は多いか

子れにも増じてヒラクサの水揚量が豊漁を左右する要素と丘る゜

をた天草の生育はもちろんのこと，市場価格の高騰時には採取努力も増加する傾向の為である。

￣

の

1Ｖ漁場改良造成事業の実施状況

戦后における投石事業の経年変化と投石地を表２，図２，５に示した。

昭和28年に始めて雅噴の助成を得て前浜の2ケ所に投石し,同２１年には国及慮都費助
成を得て5ケ所に投石,３７年には完の国及び都の助成を得て以后,４１年に至る童で１４年間
に９ケ所，廷２７回に亘って５，５０５㎡，金額１２５９万円の漁場造成を実施した。

Ｖ漁場改良に主る投石地の利用状況と千の効果

（１）投石と天草の着生

投石地の選定については，昭和３１年より直接潜水観察によって，予定地の調査を行い，漁

業協同組合の理事及び海±の意見を総合して決定した。投石地は水深１０ｍ以深の深所を撰ん

で天然礁の天草着生の最も良い場所に隣接してある。従って投石地は総て潜水船が利用するこ

とに丘る゜投石の実施時期は夏～秋，冬期間にわたるが〆主として冬季の漁閑期を利用，採石

集石を行い，東京都大島支庁水産係の検石を受けた上で投石する。投石地点はあらかじめ浮標

を設置し，投石完了后直ちに潜水士か石たらしをして終了するが，潜水船の都合によっては，

１～２ケ月后に石丘らしをすることもある。年度別の投石地を示せば図２，５のとおりである。

投石は短期間に付着珪藻（ＢｉｄｄｕｌＰｈｉａ ｐｕｌｃｈｅユユａ：Ｐｈａｂｄｏｎｅｍａｄｒｉ

ａｔｉｃｕｍ：Ｇｒａｍｍａｔｏｐｈｏｒａｍａｒｉｎａ：Ｒｈａｂｄｏｎｅｍａｍｏｎｉユｉｇｅｒ

ａ：ＬｊＬｃｍｏｐｈｏｒａｇｒｏｃｉ１ｉｓ等）か着生するが，２～３ケ月LAi言には無節サンゴ

藻（Ｍｅｌｏｂｅｓｉｏｉｄｅａｅ）に石の表面を覆われ，子の表面にアヤニンキ（Ｍａｒｔｅｎｓ

ｉａｄｅｎｔｉｃｕユａｔａ），トサカノリ（Ｍｅｒｉｓｔｏｔｈｅｃａｐａｐｕユｏｓａ），シマオ

オギ（Ｚｏｎａｒｉａｄｉｅｓｉｎｇｉａｍａ），アオサ等か着生するが，６ケ月后には天草類Ｏ

葡萄枝，直立枝の小さを株が一面に着生する。主としてマクサ，キヌクサ（Ｇｅユｉｄｉｕｍ

Ａｍａｎｓｉｉルオパクサ（Ｐｔｅｒｏｃ１ａｄｉａｔｅｎｕｉａ)がみられる。早いものでは－

．年以内で採取可能を草丈に生育するかイ投石地の天草着生量は後述するよう(に周囲の天然礁の

天草着生状況に左右されることか多い。泉津地先で実施して来た昭和５５年以降の投石地及び

附近天然礁の春季着生量の草丈を示せば表５のとおりで年々かをDの変動かみられる。

、（１６）
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(2)投石，コンクリート磐石の天草着生量，草丈の経年変化

昭ifi〕５５年～４１年迄の８年間の春季ロ関前の天草生育状況調査結果の中から

の着生量（１㎡）と草丈を整理すると，表４，(A)，(ＢＩと図４，(A)，OB)のとおりで

種類はマクサ，キヌクサ，で年によってその着生量，草丈に差はあるが，泉津地

長過程かかたり良く表わされる。

ら各投石年度毎

である。天草の

先における成

￣

■

(ｋｇ）
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，（経年）２５４５６７８ ０１２Ｓ４５６７８，（経年）０１

●

図４（Ａ）

投石地のキヌクサ着生量の経年変化

（着生量１㎡）

図４（Ｂ）

投石地のキヌクサ草丈経年変化

￣

(２５）



ａ）投石（天然石）

石賀は主として海岸の熔岩または山中から玄武岩質の石を割石したもので，これを投入す

ると１年以内でマクサ，キヌクサの着生か見られ、 着生量は平均１４５β／流，

草丈平均は１５２０１mと短い，１年后では着生量平均４８１９/ﾙﾁ，草丈平均１５５cwzである。

２年后では着生量平均５５２９/;,HP，草丈平均１５Ｍmで,早い投石地では一応漁場価値か
生じるが，実際には天然礁残雀允は旧投石地に比較して｣草質が軽いと云われ，成育着生の良

い年では口開時に採取されず，梅雨に入って（６月）から採取される。５年后では着生量平

均６９７９／菰，草丈平均１５．０虚で口開時から採取の対象となる。４～５年后では着生量

平均６００１／㎡前后と⑪，草丈平均１６p伽６～7年後て１ｺ着生量７００;l線、草丈平均

18,cmn.8~9年後には着生量平鍔900聯.重文平均19LOcmlと加主瓢場としてｦ研1用さｵLを｡

ｂ）コンクリート磐石

従来天然石の投石に比べてコンクリート磐石の方がテンクサの着生か良いと云われて来た

が，泉津地先の投石結果では特にコンクリート磐石か良いとは云えをい゜コンクリート磐石

は投石地の年次を潜水者か判別出来る様に年度毎に投入してある。即ち大きさ，厚さを変え，

標識等を付着させて各年度の投石地に２㎡（約４０椀づム投入してある。これらの結果は

いずれも投石后５年迄は天然石の投石より劣った結果が出ているが，例外として４年后，，

年后では天然石より着生量が５倍近く多く，草丈も良い場合もある，９年后でも天然礁より

精良い結果か出ている。いずれも資料が少丘いので結論は出せないか，天然石と同様，天草

漁場に隣接して投入し乞いと天草の着生も悪い結果とをる。との様を具体的丘例として魚礁

があげられる。前浜魚礁は水深２２ｍの砂礫地中央に設置したか，設置后２年たって魚礁の

周囲を投石によって囲った結果，天然礁から投石地に天草が着生区域が拡がり，投石地から

更に魚礁に着生区域が拡がった。＋の結果７年后にキヌクサの着生かぼつぼつ見られ，８年

后には着生f;t２９０９／㎡，草丈１６．５ｍに達した。，年后の４２年には好漁場とをるであ

ろう。蚕允二本松魚礁では，同じく砂礫地中央に設置したか，これも周囲を投石で埋めた結

果，投石についたキヌクサが魚礁に移ったのか４年后に見られ，５年后には着生量１２５０

,／減，草丈１６０ｃｍ，６年后には１５５０１／㎡，草丈２１．８cmと二段積魚礁の上面一帯

か好漁場とをつた，允旨し魚礁の側面は７２～７６．の傾斜で照度不足のためか天草の着生

は見られ'ＨＥい。

■

(3)天草漁場の利用状況と水場景

泉津地先のテングサ漁場は操業上５つに区分出来る。（図５）

北方の岡田の境晃上人滝から松崎迄の前浜一帯（Ａ漁場）と松崎から南の東大岳迄の一帯（Ｂ

漁場）と，東大岳から南差木地との境界迄（Ｏ漁場）とをる゜漁場はいずれも急深であって，

４０ｍ以浅の浅海漁場画稿は５３３万㎡である。

この内天草漁場面積は２５９ﾌﾗﾄ,fでＡ漁場は天草漁場としても最も良く,水深４０ｍ迄は干草

（２６）
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の着生が多い，Ｂ漁場の北側の松崎からアシカネ迄は水深２５ｍ迄に平草の着生が多い，アシ

カネカら東大岳迄はＡ漁場と同じく水深４０ｍ迄平草の着生〕が多い，Ｏ漁場では天草の着生面

積は少を<東大岳から行者迄は天草の着生は少を〈，中央のメメズからクドレ迄は水深１５ｍｉ

迄マクサが着生し平草は丘い，メメズから差木地境界にかけてはオオプサか水深１０ｍ迄あっ

て，その沖に少量のマクサ，平草か水深５５ｍ迄着生す為

Ａ漁場は海岸線１２２Kｍ，天草漁場面積は７４，４１６㎡，この内投石面積は１ヌ４６０㎡

（昭和４０年現在）で，天草漁場面積の２６２妬が投石地である，

漁場の利用状況は口開后Ａ漁場の秋ノ浜，前浜，二本松一帯を主として操業し，春草を－通

り採取するとＢ，Ｏ漁場に移る，干して再びＡ漁場に移つし入梅草を採取する。入梅明けの７

月にはヒラクサの口開けをして以后，夏草の伸びを待って，夏草，ヒラクサと交互に採取する

か，８月以降にはヒラクサを主として採取することか多いr、

ａ）潜水船，裸もぐりの天草水腸量

水錫台帳から明らかにされた，潜水船，裸もぐりの昭和２５年以降４１年迄の水揚量を表５

図６に示し危総水場景は１７年間平均で１３２トンで，この内天草か７６２トン（５７LW6）

，ヒラクサが５５．４トン（４２１妬）である。この内潜水船の天草水揚量は平均５０９トン

（４０．５妬）裸もぐりが平均４５．４トン（５１７冊）で裸もぐりの水場か大きい，乎草は潜水

船が主で５４トンである，また経年変化を見ると潜水船の水揚量は変動か大きく，豊漁年は

２７年，５４年，４１年と７年周期か見られるが裸もぐりでは平草の様を変動はみられない。

ｂ）潜水船別の天草水揚量の経年変化

は鯛:二獺弐憲二篁離藁堯鵡:ﾑ風息二警芒雰巽露鑿
の増減傾向か著しく大きく，テンクサ（マクサ，キヌクサ）ては漸増傾向にある。

投石事業が，昭和２８年から５０年の間一部１０ｍ以浅の浅所では天草の着生かなく投石は

失敗しており実際に生産に加わった投石は，５１年以降５８年迄の投石地であって，これらの

投石地は主としてキヌクサ，ヒラクサの混生地帯を形成していたか投石すると投石にキヌクサ

か着生し，やがては投石地の周囲の天然樵のヒラクサを駆遂して，キヌクサ，マクサが優先す

ることがしばしばある。天草水揚量の漸増は投石地の水場と併せて，とのよう丘効果も見逃が

せない，従って図８に示したテンクサの年別の一日平均水揚量の漸増傾向は投石累積量及び金

額とも良く一致しており，後に述べる近年投石地の水揚量（表７，８）から勘案して投石の効果

果と見てさしつかえをいてあろう。
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図７船別天草生産量の経年変化（生kｇ）
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4．投下地の利用状況と水揚量

ａ）近年における投石地の春草水j易量

例年天草漁場が口開されると，潜水船は蚕ず投石地で７～１０日間操業する。最近５ケ年間．

の投石地の船別水揚量は表６のとおりで，２隻の合計は５９年に１１，８５１Ｋ９，４０年は，

１ス９７２５K９，４１年は１５．８２６K’である。

●●

腹［；操業曰盈ロ ヨロ５Fl富

ヲ８５８０

9１０８6-,司り

８，１－０,Ｏ５ｌＵ｣＿［］」

８１２８B－Ｕ

lＵ

Ｆ
Ｌ

８４４１B－４４ＩＰｌＣ

表Ｚ投石地の水揚量（上段第２泉漁丸，下段第５泉漁丸）

b）近年における投石地全域の水揚量

４月～９月の期間に天然礁では５～４回採取するが，投石地では４～５回採取出来る。すを

わら投石地の草の伸びか良い，最近５ケ年間の潜水船２隻の投石地の水揚量は漁協の日別水揚

評十雪害二三二鑿篁L諌詰言Ｊ９譜鱗晉苣蝿荊蝋:二
場量はかたり大きいことが判る。
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表８投石地の水場量
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Ⅵあとがき

以上，多年に亘D投石に主ろ漁場改良造成事業を;行づて来た中て、最も効果の確認が容易で且つ

着々と経済効果をあげている，大島町泉津漁業協同組合を例にとって，事業効果を検討したか，

これは代表的好事例であって，投資効果の少とい地先も多々見られる，この原因については種と

の要因かあるものと考えられるので，今后は泉津地先の事例を元にして各事業実施地先毎の効果

の優劣原因について検討を加え，漁場改良造成事業の発展に寄与したい。

終りにのぞみ本調査に協力された，大島町泉津漁業協同組合長，山口小太郎及び同組合森口幹

彦両氏，同潜水士各位長年の口開前天草生育状況調査の一部を担当した東京都水産試験場三村哲

夫，広瀬泉両技師に厚く御礼申し上げる。
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